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情 報 シ ス テ ム の 社 会 的 側 面 に 関 す る 研 究 （ 2 ）

澤 田 芳郎 （愛知教育大学）

1．は じめ に

　 コ ン ピ ュ
ータ技術 を活 用 した 情報 シ ス テ ム

　重畳的発逮は 、 現代社会の 顕著な特徴の ひ

とっ で ある 。 社会制度や 企業組織が 、か か る

’
i学報シ ス テ ム を前提 と して構 築 ・運 営 され る

よ うに な っ た こ とで、 コ ン ピ ュ
ータ技術 は単

に 業務合 理 化 の 方 法で はな く、社会の あ りか

たそ の もの に少 なか らず 関与す る に い た っ た 。

これ に 伴 っ て 、 新 しい社会問題 や シ ス テ ム開

発課題が生 まれて い る 。

　こ の よ うな状況の もとで 、 清報シス テ ム と

は 何かをあ らためて 問 う必要が あ る 。 本稿は 、

情報 シ ス テ ム の 形成 を社会過程の 観点か らと

らえ る た め の
一

般的な枠組み の 検討 を目的 と

して い る 。

2 ．従来の 情報 シ ス テ ム論

　従来 、 情報シ ス テ ム 論は 、 シス テ ム 開発 の

合理 性 をそ の 根 拠 と して きた 。 すな わち 、 シ

ス テ ム の 目標は 一定か つ 既知で あ り、原 因 一

結果関係は十分把握 され、十分な情報に もと

つ い て 最適な シ ス テ ム が構 築され る とす る 。

こ の 点か ら 、 技術条件 が 情報 シ ス テ ム の 特徴

を決定す る とみ る 「技術 決定論 1 も導か れ る 。

　 しか しなが ら 、 現実の シ ス テ ム 開発 は 「予

期 せ ぬ 結果 」 の 頻発 とそ れ へ の 対 応 に 満ち あ

ふ れ て い る 。 合理論の 立場で は こ れ らを設計

段 階 の 仕様 ミス や錯誤 、あ るい は開発 管理 上

の 問題 と解釈す る が 、 あ らゆ る予期せ ぬ 結果

を説明 しつ くす こ とはで きな い 。 とい うの は、

シ ス テ ム 囲発 その もの が解 決 す べ き課題 を誘

発 し うるか らで あ る。 また、特定の 組 織 に お

ける情報 シ ス テ ム の 機能追 求が、社 会全 体 に

別 の結果 を惹起 す る こ とが あ る 。

　 この よ うな問題 は 情報 シ ス テ ム の 開発を祉

会過程 と して 定式化す る こ とで 、 理解 の 見通

しが得 られ る。

3 ．惱報 シ ス テ ム の 祉会的側而

　要点 の 第 一は情 報 シ ス テ ム の 社会 的文脈 で

あ る 。 情報 シ ス テ ム は 特定の 祉会的背景の も

とに 構築され るが 、 背景の す べ て が情報 シ ス

テ ム に吸収 される わ けで は な い 。 したが っ て 、

情報 シス テ ム の 形成 に伴 う組織 や社会の 負荷

は 、 社会的文脈 に お い て 理解する しか な い
。

さ らに 、情報 シ ス テ ム は、 そ れ 自体が社会的

文脈 の
一

部を なす 。 不 具 合 を生 じた シス テム

開発 は、そ れに よる リ ソ
ー

ス 消耗の た あ に 、

さ らに 重 大な不具合 や 事故を もた ら しうる 。

　要点の 第二 は 傭報 シ ス テ ム 下に お ける構 造

と行為の 相互 作用 で あ る 。 解釈的ア プ ロ ーチ
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が明 らか に した よ うに、人 々 の 行 為か らこ そ

社会構造が 立 ち現 れ る
一

方、人 々 の 行 為 は 彼

ら自身の 制御を越え た 力に 拘束 され る 。
こ こ

に ギ デ ン ズ （1976） が 導入 した 「構造 の 二 重

性 」 概念 、す な わ ち構造 は 人 問の 行 為を 「拘

束する j の み で な く 「可能に す る 1 との パ ー

ス ベ クテ ィ プは、情報 シ ス テ ム の 社会過程を

照射す る。
バ ー リー （1986）が描 写 した よ う

に 、特定の 情報 シ ス テ ム の もとで は じめ て 顕

在化す る構造 と行為 の 相互作用 は 、 類似状況

下 に お ける柔軟 ・多様な情 報 シ ス テ ム の 発生

を説明 す る で あろ う。

　 要点 の 第三 は 、 こ の よ うな構 造 ・行為相互

作用 は 組織内に とどまる もの で は な く、 社会

全体の 文脈に お い て展開す る とい うこ とで あ

る 。 組 織内 の 効率性を貫徹 して 構築された 流

通情報 シ ス テ ム が 交通 事傭の 悪化や運輪業の

経営問題 を導い た 例が ある 。 また、同業種 の

企業が類似 の 巨大 シス テ ム を競 っ て 構築 した

ため に、収益悪化 等を招 い た 例は少な くな い 。

4 ．学校教育 と情報 シ ス テ ム

　情報 シ ス テ ム の 問題は 学校 教育 に と っ て も

無縁で は ない 。 現実社会をシ ミュ レ ー トしな

が ら、 若 い世 代 の 成長を支援す る場を提供す

る学校教育 の 場 に も コ ン ピ ュ
ータ技術 の 浸透

は不可避 で あ る 。

　発 表当日 は 、 CAI 等 の 教 育 工 学 シ ス テ ム

が 学校教育に ちた らす問題 を、情報 シ ス テ ム

の 社会過程 の 観点か ら分析 的に 検討 す るこ と

を予定 して い る 。
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